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皆さんおはようございます！ 

 今年も、今日明日を残すばかりとなったところでございま

して、今日は「仕事納め」。  皆さんに、心から御礼を申

し上げたいと思います。 

 今年は、「コロナで明け、コロナで終わる」そんな一年で

はなかったかと思っています。 

 職員皆さんにとって、今年も、本当につらく、苦しい一年

だったと皆さんのご苦労に心から感謝と御礼を申し上げま

す。  

昨年の９月に礼文町で初めてコロナウイルス陽性者３名

が出て、今年の３月までに５１名の感染者が確認されました。 

また、４月以降も５月を除いて毎月陽性者が確認され、昨

日までに 295 名が確認されたところでございます。 

そう云う私も７月に感染してしまい、皆さんに大変心配を

おかけしましたが、重症化せずに、10 日間の自宅療養で無

事復帰することができました。 

 クラスターも何か所か認定され、特に 11 月は 79 名、12

月は 86 名の確認がありました。 



 収束まではもう少しかかると思っていますが、皆さんの、

迅速的確な対処により、感染拡大を防ぐことができたところ

でございます。  

 特に、保健課や町民課の皆さん、課長はじめ係長、係の皆

さんも連日連夜、陽性者の対応に追われたことと思います。 

 このように慣れてきたこともあると思いますが、町内でも

感染者が多く出ておりますので、今一度、基本的な感染防止

対策の徹底をよろしくお願いいたします。 

 

もう一つは、職員の不足により、職員の皆さんにも、我慢

を強いてきたことであります。 

副町長を中心に総務課長、総務係長が大変な苦労をして職

員採用に尽力をいたしましたが、今年も、職員の中途退職等

によって不足している職員数がさらにいなくなるという状

況になっておりまして、皆さんご承知のとおり、大変厳しい

中で仕事を行っていただいております。 

このため、多くの職員の皆さんにも、兼務発令やらそれぞ

れの仕事での負担が増え、申し訳なく思っています。 



でも私は、こうしたピンチのときだからこそ、持てる力を

発揮していただきたい、私たちは、今、そんな機会をいただ

いているのだろうと思っています。 

特に最近は、町外から礼文町に勤められる若者が増えてい

ます。 私は、そんな若い職員を、皆で大事に育ててほしい

と思っています。 せっかく私たちの仲間になった若者を大

切に育てていただきたいとお願いをいたします。 

 

「向上心」という言葉があります。 

文字通り「現状に満足せず、常に、レベルの高い目標に向か

って歩み続けるマインド(意識・精神)」と云う意味がありま

す。 

 学生時代は学業や部活、学校生活にも、ある種のゴールが

用意されていたと思います。でも、社会に出て仕事に就く、

向き合うとそこに終わりはありません。 

 したがって、自分で目標を立てなければ、ただ言われたこ

とだけに取り組む指示待ち人間のような存在になってしま

うのでございます。 



これは誰にでも云えることでありますが、社会人として働

いていくうえで、全くストレスを感じないということはほぼ

不可能に近いことです。 誰でも感じることだと考えていい

のです。 

 

でも、ストレスを感じれば仕事に後ろ向きになってしまっ

たり、パフォーマンスが落ちてしまったりと、様々なデメリ

ットにつながると思います。  

 

そこで、向上心が高いということは、常に前を向き続ける

ことであり、どんな時も、ホジティブな性格の持ち主である

という好い印象を与えます。 このことが大事なのです。 

 

皆さんそれぞれが、まさしく、「オール礼文町役場」で、

町民皆さんのために汗をかいていただきたいと思っており

ますし、その究極の目的は、自分自身のために、「向上心」

を常に持ち続けていただきたいと願っているのであります。 

 



本来であれば、今年も、いろいろな地方創生等々、礼文町

にとって、また、皆さんひとり一人にとっても、様々な魅力

を発信していただく機会を用意していたところであります

が、3 年連続で、新型コロナ感染症対策で忙しい一年になっ

て、できなかったことが多かったことと思います。  

 

でも、来年の春には、新しい職員がはいってまいります。 

若い力が躍動する、そんなステージをどんどんつくり出して

いきたいと思っていますし、皆さんおひとりお一人が彼らを

リードしていただきたい、思いやりをもって接していただく

ようお願いをしたいと思います。 

 

このことが、私は、これが「次代につなげる新たなステー

ジづくり」なんだと強く感じているところでございます。  

 

今の時代は、ただやみくもに厳しく鍛えていくことよりも、

合理的で納得のいく指導のほうが若い人には受け入れやす

く、その効果も大きいのだと思います。 



礼文町役場が変わっていく、皆さんが常に「向上心」を持

って、前を向いて、元気に働いている。 

そして、町民の皆さんに寄り添い、職員同士も思いやりを

持って接している。 

まさに、今が、その時なのだと考えています。 

仕事納めにあたり、あらためて、心から職員皆さんのご理

解ご協力をお願い申し上げます。 

 

結びになりますが、明日から６日間の年末年始のお休みに

入ります。  

この年末年始の休みをしっかり休んで、十分に英気を養っ

ていただいて、来る新しい年に、また、皆さんと一緒に頑張

りたいと思っています。 

皆さんおひとりお一人の今年一年の頑張りに、あらためて

心から感謝を申し上げ、仕事納めの言葉といたします。  

ありがとう、そして、来年もよろしくお願いいたします。  


